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　青少年赤十字の大きな特色の一つは、他の多くの青少年団体の活動と異なり、学校教
育の場に組織され、教師を指導者として運営されていることです。
　1922年の青少年赤十字の創設決議の中でもこのことが明記されています。今日で
は、地域社会に組織される青少年赤十字を持つ国も増えてきましたが、日本では一貫し
て学校教育の中に組織され、多くの成果をあげてきました。
　これまで、青少年赤十字を学校や学級の中に取り入れて活用してきた先生方からは、
「主体的に行動できる子どもが育っている」「気づき、考え、実行できる子どもが育ってい
る」「世界的なネットワークを持つ赤十字の資源（教材、人材等）が活用できて教育効果
があがる」「救急法などの知識や技術を身につけることができた」などの声が寄せられて
います。



　青少年赤十字の大きな特色の一つは、他の多くの青少年団体の活動と異なり、学校教
育の場に組織され、教師を指導者として運営されていることです。
　1922年の青少年赤十字の創設決議の中でもこのことが明記されています。今日で
は、地域社会に組織される青少年赤十字を持つ国も増えてきましたが、日本では一貫し
て学校教育の中に組織され、多くの成果をあげてきました。
　これまで、青少年赤十字を学校や学級の中に取り入れて活用してきた先生方からは、
「主体的に行動できる子どもが育っている」「気づき、考え、実行できる子どもが育ってい
る」「世界的なネットワークを持つ赤十字の資源（教材、人材等）が活用できて教育効果
があがる」「救急法などの知識や技術を身につけることができた」などの声が寄せられて
います。







青少年赤十字の取り入れ方
成田國英（元文部省初等中等教育局教科調査官）

　青少年赤十字活動を学校教育に取り入れる場合、学校のすべての教育活動の中に赤
十字の精神を生かしていく方法もあり、また、教育課程内の教育活動として位置付ける
方法もある。後者の例として、特別活動が考えられる。
　特別活動の目標は、望ましい集団活動を通して自主的、実践的な態度を育てることに
あるが、青少年赤十字委員会やクラブなどを設けることにより、青少年赤十字活動を特
別活動の児童・生徒会活動及びクラブ活動に位置付けることが考えられる。
　学級会活動、学校行事、学級指導においては、青少年赤十字活動に直接かかわる議
題、行事、主題などを取り上げる場合だけに限定されることになる。（中略）
　人間形成の基礎を培うべき小・中・高等学校の各段階においては、発達段階に応じて
自ら考え、判断する能力を伸ばすと共に、何よりも子どもたちの心身の健全な育成を図
ることが重要な課題である。（中略）このようなことからも、他に迷惑をかけないで生活
すると共に、日常生活の中で自分が周囲の人たちに何をなしうるかを考えさせ、他と共に
協力し合って生活することを志向させることが大切である。
　青少年赤十字活動は、わが国の青少年の健全な育成を図る上で、極めて有意義な役割
を果たすものであることを、この機会に再確認する必要がある。
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こ 理
由 変 ・クラス替え等による変化や、クラブのメンバー、教員の

異動等の理由によるものです。また、「青少年赤十字メンバー」としての自覚を新たにす

る狙いもあります。
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幼稚園・保育所では

　人格形成のために大切な幼児期に、青少年赤十字を取り入れ「生命の尊さ」を知り、幼
児なりの奉仕の活動ができるよう導くことが大切です。また、幼稚園・保育所の現場で
は、青少年赤十字がこどもたちにより親しみやすく、わかりやすいように『こども赤十字』
という呼び方をすることがあります。
　青少年赤十字を活用する方法として、活動事例をご紹介します。　

（１） 気づきを大切に～困った探し・よかった探し～
　日常生活の中で「困ったこと」や、他の園児の「よかったこと」に気づかせる。その気づい
たことについて、意見を共有することで、子どもたちは意欲的に行動するようになった。

（２） 食育
　子どもたちが苦手とする野菜を栽培し、食への感謝の気持ちを育て、環境について考
えさせた。

（３） 高齢者との交流
　高齢者福祉施設を訪ね、季節に応じて、例えば七夕飾り作り、手遊びなどをするなどし
て交流した。

（４） NHK海外たすけあい募金
　地図や地球儀、新聞記事、赤十字の「海外たすけあい」パンフレット等を使って、集めたお金
がどんなことに役に立つのかを調べて子どもなりに話し合い、街頭募金への参加をした。
＊NHK海外たすけあい募金は、日本赤十字社とNHKの共同事業です。
集まった資金は、日赤を通じ、海外の救援や開発協力事業に使われます。

（５） 子ども救急法
　絵カードを使って子どもたちにけがの様子を見せた後、ビデオでけがの手当ての方法
を学び、三角巾やハンカチを使って手当ての仕方を実践する。最終的に、ロールプレイン
グを通して、子どもたち同士で手当ての仕方を確認することができた。また、親子で学べ
る救急法もある。
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　日本赤十字社は、明治10年（1877年）5月に博愛社として創立されました。これを提唱
したのは佐野常民という人で、慶応3年（1867年）と明治6年（1873年）の2回、ヨーロッ
パを旅行して各国に赤十字という組織があることを知りました。
　明治10年（1877年）、西南戦争が起こったとき佐野常民は元老院議官でしたが、同じ
く元老院議官の大給恒と語り合い、ヨーロッパ各国にある赤十字と同じような組織をつ
くり、西南戦争における両軍の傷病者を救護しようと計画したのです。
そしてそれを博愛社と名づけ、政府に願書を提出しました。

　そこで、明治10年（1877年）5月1日のことです。佐野常民は願書をもって熊本に赴き、
ときの征討総督有栖川宮熾仁親王に直接許可を願い出ました。5月3日、有栖川宮熾仁
親王は博愛社の創設をお認めになりました。これが後の日本赤十字社です。日本赤十字
社では5月1日を創立記念日と定めています。当時の博愛社の記章は、白地に赤十字では
なく、日の丸の下に赤で横に一本線を引いたものでした。

　　西南戦争が終わると、佐野常民らは我が国も世界の赤十字に仲間入りすることが必
要だとして、とりあえず江戸時代の蘭学者シーボルトの長男、シーボルト男爵の援助を得
て、政府にジュネーブ条約に加盟するよう働きかけました。こうして、日本政府は明治19
年（1886年）6月5日、ジュネーブ条約に加わることになりました。
　日本政府がジュネーブ条約に加盟したので、博愛社も明治20年（1887年）5月20日、
名称を日本赤十字社へと改めました。そして、世界の赤十字の仲間にはいるために赤十
字国際委員会に申請し、9月2日に承認されました。
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本スポーツ振興センターおよび（公財）スポーツ安全協会が取扱う給付制度がありま
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人道的価値観をはぐくむ　国際人道法学習プログラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　誰もが人間らしく生きるために

指導者 2013

青少年赤十字防災教育プログラム　まもるいのち　ひろめるぼうさい 指導者・一般 2015
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赤十字防災啓発プログラム　地域で考える災害時の備え※ 一般 2014
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